
第
２
回
つ
る
お
か
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
が
８

日
、
午
前

時
か
ら
午
後

11

２
時
ま
で
、
出
羽
庄
内
国

際
村
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

す
。主

催
は
鶴
岡
市
有
機
農

業
推
進
協
議
会
（
志
藤
正

一
会
長
）
で
、
有
機
農
業

に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い

技
術
で
、
安
全
な
農
産
物

を
消
費
者
に
提
供
し
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。先

着
順
で
有
機
米
お
に

庄
内
と
日
本
海
側
の
古

墳
時
代
（
３
世
紀
末
か
ら

７
世
紀
）
を
解
明
す
る
上

で
大
き
な
意
味
を
持
ち
、

各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
鷺
畑

山
古
墳
で
す
。

川
崎
利

夫
調
査
会

々
長
（
斎

藤
茂
吉
文

化
賞
受
賞
者
・
写
真
）
ら

県
内
屈
指
の
考
古
学
研
究

者
の
指
導
の
も
と
、
東
田

川
文
化
記
念
館
郷
土
研
究

サ
ー
ク
ル
（
鈴
木
隆
会
長
）

を
中
心
に
発
掘
調
査
が
９

月

日
（
月
）
か
ら

日

14

23

ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

１
～
４
号
の
古
墳
が
、

東
堀
越
か
ら
添
川
へ
の
道

路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
は
東
堀
越

に
近
い
一
番
近
い
１
号
古

墳
を
発
掘
し
ま
す
。

発
掘
作
業
に
支
障
が
な

い
か
ぎ
り
、
見
学
は
自
由

に
で
き
ま
す
の
で
お
出
で

下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
９
月

日

時

22

14

か
ら
、
資
料
に
基
づ
く
丁

寧
な
現
地
発
掘
調
査
説
明

会
が
開
か
れ
ま
す
。

『
民
報
藤
島
』
８
月
18

日
発
行
で
第
９
１
０
号
、

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い

う
あ
り
き
た
り
の
言
い
方

を
超
越
し
て
、

年
間
ぶ

18

っ
通
し
の
長
丁
場
、
正
に

力
業
（
ち
か
ら
わ
ざ
）
と

表
現
す
る
他
あ
り
ま
せ
ん

ね
。『新

つ
る
お
か
』
は
民
報

の
２
倍
超
の
１
８
５
６
号

で
す
が
、
加
藤
鉱
一
さ
ん

の
市
議
当
選
に
符
節
を
合

わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
従

来
の
１
面
だ
け
の
記
事
か

ら
両
面
記
事
に
な
り
ま
し

た
ね
。
御
同
慶
の
至
り
で

す
。加

藤
鉱
一
さ
ん
の
市
議

浪
人
中
の
新
聞
発
行
は
情

報
源
も
狭
く
並
大
抵
の
苦

労
で
は
な
か
っ
た
筈
で
す
。

そ
し
て
発
行
費
は
応
援
者

よ
り
の
カ
ン
パ
、
よ
く
が

ん
ば
り
ま
し
た
ね
。

地
域
の
政
治
・
経
済
・

社
会
の
み
な
ら
ず
、
大
沼

浩
・
工
藤
博
司
・
石
川
勝

雄
・
青
山
崇

各
氏
の
エ
ッ

セ
イ
・
俳
句

な
ど
も
大
変

興
味
深
く
読

ま
せ
て
も
ら

っ

て

い

ま

す
。

『
民
報
藤
島
』

の
更
な
る
永

続
発
展
を
祈

り
な
が
ら

２
０
１
３
年

晩
夏

2013年９月１日

第９１２号
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ぎ
り
や
野
菜
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

小
野
寺
裕
さ
ん
ら
の
グ

ル
ー
プ
「
ぱ
っ
ち
わ
ー
く
」

な
ど
楽
し
い
ラ
イ
ブ
シ
ョ

ー
も
あ
り
ま
す
。

教育委員会事務局管理課入札結果（ ）内は予定価格
8月22日入札分

・市立藤島中学校ガス管入替工事
森建設工業(株) 1,500,000円（1,533,000円）工期～10/31



学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

９
月
議
会
８
月

日
の
総

28

括
質
問
で
榎
本
市
長
は
、

年
度
内
に
結
論
を
得
ら

25れ
な
い
地
域
は
、「
複
式
学

級
解
消
は
喫
緊
の
課
題
」

だ
と
し
て
「
次
期
計
画
以

降
も
統
合
対
象
に
な
る
」

「
地
域
合
意
を
前
提
と
し

た
手
法
を
見
直
し
、

年
26

度
か
ら
次
期
計
画
策
定
に

着
手
す
る
」
と
述
べ
、
こ

れ
ま
で
の
住
民
合
意
尊
重

か
ら
統
廃
合
の
強
行
へ
姿

勢
の
転
換
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
を
守
る
市

民
の
願
い
に
、
真
っ
向
か

ら
挑
戦
す
る
答
弁
で
す
。

現
在
、
存
続
に
傾
い
て

い
る
地
域
は
栄
小
と
福
栄

小
の
２
校
で
す
。

統
合
の
条
例
提
案

合
併
後
初
め
て
小
学
校

の
統
合
の
条
例
が
９
月
議

会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

湯
田
川
・
田
川
・
朝
暘

第
四
（
し
）
小
の
統
合
に

よ
る
朝
暘
第
四
（
よ
ん
）

小
の
新
設
、
朝
日
大
泉
・

大
網
・
朝
日
小
の
統
合
に

よ
る
あ
さ
ひ
小
の
新
設
で
、

平
成

年
４
月
１
日
（
大

26

網
小
統
合
は
平
成

年
４

28

月
１
日
）
施
行
で
す
。

他
の
地
域
で
は
、
小
堅

・
由
良
・
三
瀬
小
は
平
成

年
４
月
統
合
、
羽
黒
四

27小
は
統
合
を
決
め
、
羽
黒

一
小
は
検
討
途
上
、
温
海

地
域
の
山
戸
・
五
十
川
小

は
検
討
の
最
終
段
階
、
長

沼
小
も
検
討
途
上
に
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
と
地
域

学
校
統
廃
合
は
、
子
ど

も
の
地
域
に
お
け
る
生
活

空
間
を
奪
い
、
子
ど
も
と

地
域
社
会
の
関
係
を
持
ち

に
く
く
さ
せ
ま
す
。

学
校
規
模
が
大
き
く
な

り
教
師
と
子
ど
も
の
関
係

も
希
薄
と
な
り
ま
す
。

学
校
統
廃
合
に
よ
っ
て

地
域
の
核
と
し
て
の
学
校

を
失
い
、
人
口
流
出
や
地

域
活
動
の
衰
退
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

市
の
財
政
に
と
っ
て
も

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
に

「
集
団
的
自
衛
権
Ｑ
＆

Ａ
」
連
載
が
、
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
８
月

日
付
か
ら
始

16

ま
っ
た
。
安
倍
政
権
は
、

歴
代
政
権
が
「
憲
法
上
で

き
な
い
」
と
し
て
き
た
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
、

年
内
に
も
可
能
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
一
歩

が
内
閣
法
制
局
長
官
（
内

閣
の
法
律
顧
問
）
に
、
次

長
を
昇
格
さ
せ
る
慣
例
を

破
り
積
極
容
認
の
小
松
駐

仏
大
使
を
起
用
し
た
こ
と

で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
と
は「
自

分
の
国
が
攻
撃
さ
れ
た
わ

け
で
も
な
い
の
に
、
他
国

の
起
す
戦
争
へ
の
参
加
を

合
理
化
す
る
も
の
で
す
。

日
本
〈
防
衛
〉
と
は
無
関

係
で
す
。
日
本
の
場
合
は

米
国
に
よ
る
海
外
で
の
武

力
行
使
へ
の
参
戦
に
つ
な

が
り
ま
す
」。
そ
し
て
「
自

分
の
国
が
攻
撃
さ
れ
た
場

合
に
行
使
す
る
の
が
〈
個

別
的
自
衛
権
〉、
他
国
が
攻

撃
さ
れ
た
場
合
に
行
使
す

る
の
が〈
集
団
的
自
衛
権
〉」

で
あ
る
。

世
界
の
二
大
大
国
、
旧

ソ
連
と
米
国
が
行
使
し
て

き
た
。
旧
ソ
連
は

年
ハ

56

ン
ガ
リ
ー
、

年
チ
エ
コ

68

な
ど
の
へ
の
軍
事
介
入
、

米
国
は
あ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
（

～

年
）、
南
ベ
ト

64

75

ナ
ム
政
府
の
要
請
に
よ
る

も
の
で
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
に
あ
た
る
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
も

軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
相
手

国
側
か
ら
の
要
請
に
よ
る

と
説
明
し
て
き
た
が
、
実

際
は
他
国
へ
の
無
法
な
侵

略
・
干
渉
を
合
理
化
す
る

口
実
に
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

▼
そ
の
人
が
集
団
的
自
衛

権
に
賛
成
だ
か
ら
、
日
本

の
法
律
の
番
人
で
あ
る
法

制
局
長
官
に
な
る
と
い
う

の
は
納
得
で
き
な
い
ゼ
。

▼
国
内
法
の
専
門
家
、
憲

法
の
専
門
家
が
大
勢
い
る

と
い
う
の
に
、
こ
ん
な
ム

リ
な
こ
と
を
す
る
の
も
勝

て
ば
官
軍
の
イ
キ
オ
イ
か
。

▼
自
分
の
思
い
通
り
に
す

る
た
め
に
ナ
リ
フ
リ
か
ま

わ
な
い
ゴ
リ
押
し
。
正
に

ワ
ガ
マ
マ
そ
の
も
の
に
見

え
る
。
前
回
首
相
を
止
め

た
時
の
よ
う
に
、
体
の
具

合
が
悪
い
か
ら
で
な
い
と

い
い
の
だ
が
。

▼
俺
は
知
ら
な
か
っ
た
の

だ
が
自
分
に
子
ど
も
が
い

な
い
か
ら
だ
ろ
う
ゼ
。
自

分
の
子
ど
も
や
孫
が
戦
争

で
死
ぬ
心
配
は
な
い
も
の
。

そ
ん
な
に
戦
争
が
し
た
い

の
は
、
困
る
じ
ゃ
な
い
の

サ
。

▼
こ
れ
で
い
い
の
か
日
本
。

こ
れ
で
い
い
の
か
首
相
と

は
。
国
民
が
望
ま
な
い
方

向
に
一
生
懸
命
だ
。
憲
法

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
消
費
税
・
給

与
年
金
の
引
き
下
げ
。
Ｅ

Ｔ
Ｃ
。（
石
川
）

集
団
的
自
衛
権
と
は
何

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

ゴ
リ
押
し

ワ
ガ
マ
マ

自
分
が
考
え
て
い
る
こ

と
に
賛
成
す
る
者
だ
け
を

集
め
た
「
有
識
者
会
議
」

と
称
す
る
と
こ
ろ
で
、
集

団
的
自
衛
権
は
憲
法
に
違

反
し
な
い
と
い
う
結
論
が

出
た
と
の
報
道
あ
り
。

▼
会
議
と
し
て
は
当
然
の

帰
結
で
し
ょ
う
が
ダ
。
こ

れ
は
ダ
メ
で
し
ょ
。
多
数

決
で
反
対
が
多
い
な
ら
賛

成
す
る
人
を
多
勢
つ
れ
て

き
て
採
決
す
る
よ
う
な
も

の
だ
も
の
。
子
ど
も
だ
ま

し
に
も
な
ら
な
い
。

▼
こ
れ
で
戦
後
ズ
ー
ッ
と

ダ
メ
だ
っ
た
こ
と
が
良
い

こ
と
に
な
る
ナ
ン
テ
の
は

戦
争
直
後
の
教
科
書
が
墨

塗
り
さ
れ
た
み
た
い
な
こ

と
に
な
る
ゼ
。

▼
し
か
も
学
問
は
細
分
化

さ
れ
た
と
こ
ろ
に
専
門
家

が
多
い
時
代
。
首
を
す
げ

替
え
て
代
わ
り
に
入
っ
た

法
制
局
長
官
は
国
際
法
の

専
門
家
だ
と
い
う
。
だ
か

ら
前
職
が
仏
大
使
だ
と
い

う
人
事
は
納
得
で
き
る
が
。

工
藤

博
司

内
川
と
、
金
峰
・
母
狩
の
山
波
は
鶴
岡

を
象
徴
す
る
山
河
で
あ
る
。

と
り
わ
け
内
川
は
、
市
内
の
中
心
部
を

流
れ
、
市
民
の
く
ら
し
に
も
直
結
し
て
い

る
。
藤
沢
周
平
さ
ん
の
小
説
に
登
場
す
る

「
五
間
川
」
は
こ
の
川
で
あ
ろ
う
。
春
は

花
吹
雪
を
浮
べ
、
夏
に
は
水
中
の
草
を
刈

る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
山
王
商
店

街
か
ら
鶴
岡
銀
座
に
入
る
橋
の
た
も
と
は
、

芭
蕉
が
奥
の
細
道
の
旅
の
途
次
に
鶴
岡
で

三
泊
後
、
陽
暦
の
七
月
二
九
日
、
酒
田
へ

向
う
た
め
に
上
舟
し
た
地
で
あ
る
。

今
は
、
知
る
人
も
少
く
、
内
川
の
川
べ
り
に
「
芭
蕉
上
船
の
地
」
を
知
ら
せ

る
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。

ま
わ
り
の
草
む
ら
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
秋
の
虫
も
鳴
き
は
じ
め
る
頃
で
、
訪
れ

る
人
も
ほ
と
ん
ど
少
な
く
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
知
ら
さ
れ
る
。
鶴
岡
市
中
の
、

芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
は
、
ぜ
ひ
一
見
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

（画・加藤貞雄）

よ
る
基
準
財
政
需
要
額
の

減
少
と
交
付
税
削
減
、
地

域
に
お
け
る
雇
用
と
経
済

へ
の
マ
イ
ナ
ス
、
国
・
県

費
の
教
職
員
が
減
る
影
響

な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
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